
 
 
 
 
 
 
 

第 1835 回例会  

平成 27 年 6 月 15 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

会員卓話 倉橋 利徳 君 
 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 48 名    出席者数 30 名 

出席率 62.50 ％ 前回修正出席率 72.92 ％ 
 

４．会長スピーチ        会長 山東 剛一 君 

みなさん、こんにちは。

先ず、最初に 2640 地区会

長経験者合同慰労会開催

のご案内がガバナー事務

所からきています。という

ことをお知らせします。 

先週、私がスピーチの中

でニコニコの少ないこと

を訴えたところ、そのあと

何人かの方々に多額のニ

コニコを頂きましたこと、有り難うございました。

ついでに申しますと、最終例会のことを年次総会と

言ってしまったこと訂正させて頂きます。 

次に先週のお話しさせて頂きました以外の考え

るべきことを私なりに述べたいと思います。 

1 つは出席率の向上について。もし、欠席された

らメーキャップするという基本的なことが、昨今あ

まり実行されていません。また他クラブからメーキ

ャップに来られたとき、親睦委員会の役割である入

口のところでのお出迎え、これも最近出来ていない

ことが多いと思います。 

欠席された翌週出席されたとき週報をとってみ

るということもあまりなされていません。ロータリ

ーの友を読んでおられることも少ないと思います

し、ロータリー手帳を活用する人が少ないなら欲し

い人の分だけ取り寄せるということにしようかと

いうことになりそうです。 

経費節減ということでは、食事の数も減らしては

どうかということ―これは次年度理事会で検討さ

れています。細かいことを言うとまだまだあります

が、この辺でおわります。ありがとうございます。 

 

５．幹事報告          幹事 中西 秀文 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
新宮ＲＣ 6 月 24 日（水）→ 6 月 24 日（水） 

18：30～ かわゐ 
（最終パートナー同伴夜間例会） 

 
６．会員卓話           倉橋 利徳 君 
みなさん、こんにちは。

今日、卓話させて頂きます。

卓話は本日で 3回目です。1

回目が大腸がんについて、2

回目はがん検診についてお

話ししました。本日は今ま

でしてきた仕事の話をした

いと思います。大学卒業後

平成 4 年 5 月に消化器内科

の医局に入局しました。基本ずっと大学病院にいま

したが、だいたい 2・3 年おきに職場が異動になっ

ています。昭和大学病院で 2年間研修して、その後

1年半は社会保険相模野病院に出張に出ました。そ

の後大学病院にもどり、その後、国立がんセンター

東病院で 1年間、大腸内視鏡の研修を受けることに

なりました。厳しい 1年間でしたが、ここに行って

いなければ今の自分がないぐらい重要時期でした。

その後、大学病院にもどり、工藤進英先生がいた昭

和大学横浜北部病院に出張になりました。全国から

医者が集まってくる有名な病院であり、自分自身も

大変勉強させて頂きました。その後、大学病院に戻

り、平成 19 年 1 月より和歌山ろうさい病院で働く

ことになりました。平成 21 年 10 月より、今のくら

はしクリニックを開業し

ました。最初患者さんが

少なく大変でしたが、現

在はようやく軌道に乗っ

ていました。これからも

頑張って行きたいと思い

ます。 
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７．閉会点鐘 
 
 
 

花畑 重靖 君  次年度は研修委員長を務めますの

で、今年度委員長の楠部さんのや

り方を参考にさせていただきます。 
楠部 賢計 君  花畑さん次年度研修委員長頑張っ

てください。 
深谷 政男 君  昔、ロータリーの行事で女装した

時の写真きたので懐かしく思いま

した。 
谷脇 良樹 君  前回の例会で、地区の現況につい

て誤解を招くような衝撃的な発言

をしてすみませんでした。来週の

例会では現況をお話しできると思

います。 
田岡 郁敏 君  ８○会に参加しました。初めての

参加でしたが、本当に楽しかった

です。 
重光 孝義 君  ８○会に参加し優勝しました。 
宇恵 弘純 君  ８○会ゴルフコンペで中西幹事、

田岡先生の友情で少しおこづかい

頂きました。桑添、倉橋幹事様の

素晴らしい心遣い、気遣いで８○

会の遠征ゴルフ楽しむことができ

ました。有難うございました。 
中西 秀文 君  ８○会参加の皆様お疲れ様でした。 
桑添  剛 君  ８○会遠征ゴルフお疲れ様でした。

おかげ様で大変楽しい２日間にな

りました。お天気に恵まれ、なに

よりでした。 
土井 元司 君  ８○会でお世話になりました。 
山東 剛一 君  先週ニコニコをお願いしたら、多

額いただきました。有難うござい

ました。 
 
次回例会 

  第 1834 回例会 平成 27 年 6 月 15 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

ゲスト卓話 
和歌山立自然博物館 館長 高須 英樹 様 

 
 
 
水サミットで 

子どもたちへの投資を呼びかける 
世界では、適切な衛生設備の欠如によって、子ども

たちが学校を欠席する日数は年間延べ 2 億日に近い

といわれています。水を介して感染する下痢性疾患の

場合、子どもたちは自宅ではなく、むしろ学校で感染

するケースが多いのが現状です。「安全な場所である

はずの学校で、子どもたちが病気に感染することがあ

ってはならない」と話すのは、ユニセフの水と衛生

（WASH）プログラ

ムのシニアアドバ

イザーを務めるリ

ゼット・バーガース

さんです。ブラジル、

サンパウロで 6月 4
日に開催された世

界水サミットでは、水と衛生分野の専門家らが講演し、

学校の水・衛生環境を改善する方法について話し合い

が行われました。今年で 7 回目となるこのサミット。

主催者の「水と衛生のためのロータリアン行動グルー

プ」は、学校での水と衛生の改善に力を注いでおり、

プロジェクトを始めようとするロータリー会員にア

ドバイスや情報の提供も行っています。学校での水・

衛生プログラムは、子どもの権利を守るもの。子ども

たちが健康であれば、授業にも元気に参加でき、教育

の質が高まります。また、長時間かけて遠い場所に水 
汲みに行く必要がなくなれば、学校を欠席する生徒の

数も減るでしょう。さらに、子どもたちの尊厳が取り

戻されれば、学校や地域社会に対する人びとの誇りが

培われるはずです」ロータリー財団で WASH in 
Schools 委員長を務めるスシル・グプタさんは、これ

らの水・衛生プロジェクトが単なるインフラ投資や衛

生設備の改善にとどまるものではないと話します。 
水・衛生プロジェクトを立案する際には、衛生教育

に焦点を当て、子どもたちが衛生習慣を身につける方

法を考えるべきだとグプタさん。子どもは大人よりも

早く新しい考え方を受け入れる柔軟性がある、だから、

子どもたちを通じて家族や地域全体の衛生習慣を少

しずつ変えていくことができると語ります。「"WASH 
in Schools"は社会の再活性化であり、革命をもたらす

もの。子どもたちが変化の推進者となり、世界をもっ

と衛生的かつ安全で、教育の機会が得られる場所に変

えていくことができるでしょう」 国際大会の分科会

では、発展途上国で水・衛生などの人道的支援を行う

非政府組織「ワールド・ビジョン」の副会長、グレッ

グ・オールグッドさんが講演。ロータリー会員は、

NGO や民間組織との協力を通じてプロジェクトに参

加できます。ワールド・ビジョンは、ロータリーとの

協力を通じて、2013 年だけでプロジェクトに 8,500
万ドルを投じ、845,000 人の子どもにきれいな水を提

供しました。別の分科会では、衛生教育を通じた習慣

改善や学校での衛生環境づくりについて話し合いが

行われ、プライスウォーターハウスクーパースの「持

続可能なソリューション」部門の責任者、カルロス・

ロシンさんが講演したほか、サンパウロの現在の干ば

つと水問題に関する報告も行われました。国際ロータ

リーのジョン・ヒューコ事務総長は「ロータリアンは、

学校における水・衛生を改善するために率先して時間

を捧げており、既に大きな成果を残しています。水感

染の病気を減らし、学校への出席率を高め、教育環境

を改善し、子どもたちの尊厳を守る。このような好ま

しい循環を生み出すこのプログラムこそ、ロータリー

がリーダーシップと力を発揮し、次世代に大きな影響

を与えていくチャンスです」 

会報委員会    委員長：寺下 卓  副委員長：阪口 洋一 委員：土井 元司 木地 義和 小久保好章


